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生　徒　心　得

　互いに人権を尊重し、責任を重んじ、自主的で、

しかも協調性のある校風を樹立するよう努力しよう。

〔Ｉ〕服　　装
（1） 制服を着用すること。

①　男子は左襟に学年章をつける。夏季は上衣を

脱いで、白のカッターシャツを着用する。尚、

気候に応じて指定のベストの着用を認める。

②　女子は校章と学年章を左胸につける。夏季は

半袖ブラウスを着用する。尚、気候に応じて指

定のベストの着用を認める。

③　オーバー、マフラー、手袋等の防寒衣は着用

を認めるが教室内では脱ぐこととする。制服か

らフードを出さない。

④　履物は通学用、校内用を区別しない。必ず運

動靴か、皮靴をはくこと。

（2） 身だしなみ

①　頭髪は清潔にし、特異な髪型、パーマ、染色、

脱色等をしない。又、化粧もしない。（色付きリッ

プも禁止）

②　ピアス、指輪、ネックレス等の装飾品は身に

つけない。

〔Ⅱ〕礼儀交際
（1） 粗野な言葉づかいや行動をつつしむ。

（2） あいさつを励行する。

（3）友人との交際は明朗、健全であること、特に異

性との交際には生徒としての節度を心掛ける。

（4） 公衆道徳を守り、他人に迷惑をかけないよう心

掛ける。

〔Ⅲ〕校内生活
（1） 下校時刻は５時とする。

（2） 土曜日・日曜日及び祝日等の休日は原則として

登校しない。

（3） 生徒証は常に携帯し他人に貸与しない。

（4） 欠席・早退・遅刻等の際は必ず届出る。欠席・

遅刻の場合は原則として下記の番号へ8:30までに

保護者の方に電話連絡してもらうこと。

０７２１－２４－０１４１

（欠席遅刻連絡専用留守番電話番号）

（5） クラブ室は使用規定を守り、活動に関係のない

用具類などをおかないよう注意する。

（6） 登校後は無断で外出しない。

（7） 日常生活についての悩みや疑問は進んでクラブ

顧問や担任などに相談する。

〔Ⅳ〕そ の 他
（1） 次の事項については予め学校の承認を受ける。

①　ポスターや印刷物を掲示、刊行、配布すると

き。

②　校内外に於て集会や行事を行うとき。

③　校内に於て施設・設備を使用する必要のある

とき。

④　考査１週間前から考査中にかけて部活動を行

うとき。

⑤　その他学校で承認を受けるよう指示した事項｡

（2） 単車・自動車について、下記に該当することが

判明した場合、その内容によって、免許証の一時

学校預かり・保護者同伴の上での懲戒等を伴なう

指導対象となります。

①　登下校時に通学用として単車を利用している

ことが判明した場合。

②　無免許運転・スピード違反などで家裁や警察

での指導をうけたことが判明した場合｡

③　暴走行為をくり返したり、暴走族に属してい

たり、暴走行為のために警察などの指導を受け

たり、暴走行為に参加したことが判明した場合。

④　その他交通事故をおこし、他人に傷害を与え

たり、反社会的な行為などのあった場合。

（3） アルバイトは禁止です。学業やクラブ活動に専

念すること。しかし、どうしても必要とする場合

は、保護者とよく相談し、承諾を得た上、学校に

届け出てから行なうこと。

（4） スマートフォン・携帯電話等の電子機器（電子

辞書を除く）は学習活動に不必要なものなので校

内での使用は原則禁止する。

（5）不必要な大金、貴重品は持参しない。どうして

も持参しなければならない時は必ず貴重品袋を利

用するか、担任又はクラブ顧問に預けること。

（6） 学割が必要な場合は所定の用紙に必要事項を記

入し申し出ること。

（7） 外出の際は行先、帰宅時刻等を家人に連絡する。

なお、やむを得ない場合を除いて外泊しないこと。

（8） 次のような行為のあった場合は、停学等を含む

③議会の議長、副議長は会長、又は会長の委嘱

を受けた本部役員又は議員がこれにあたる。

  第３項（議決）

議事は出席議員の過半数でこれを決し、可否同

数の場合は議長がこれを決する。

第５条（役員）

  第１項　本会には次の役員を置く。

    会長１名　副会長２名　書記２名

    会計１名　各部部長

第２項　会長、副会長、書記、会計は選挙規約に

もとづき、会員全体の投票により選出される。

各部部長の選出については第６条による。

第３項　本会役員の認証は校長によって行われる。

第４項　会長は自治会全体の運営に当り、任期末

にはその期間の総合報告をする。

第５項　副会長は会長を補佐し、必要なときには

これにかわる。

第６項　書記は自治会の運営に関する記録に当る

とともにこれを保存する。

第７項　会計は会の資金の出納に当り、任期末ま

たは、必要に応じて会計報告を行う。

第８項　役員、議員の任期は１年を２期に分けて、

第１期は 4月～10月、第２期は11月～ 3月とし

再任を妨げない。ただし後任者決定までは前任

者がその任に当る。

第９項　全役員は適宜役員会を開き、議会前に打

合せを要する件及び自治会に関する重要事項の

討議、または原案作成をする。

    役員会の議長は会長とする。

  第10項

①会長、副会長、または書記、会計が更迭、辞

任の場合は会長、副会長、または書記、会計

候補の得点次点者がただちにこれに代る。次

点者のない場合は議会が選挙管理委員会に選

定方法を依頼する。

②その他の役員の更迭、辞任の場合は第６条に

よる。

第６条（部会）

議会には庶務、会計、文化、体育、保健、風紀、

図書の７部会をおき、自治会行事の計画、指導を

分担する。各部会は議員と第７条によって選出さ

れた学級委員により構成される。

議員は適当な比率によって各部に配分される。各

部長の選出はその部に所属する部員の互選によ

る。ただし庶務部、会計部の部長は本部役員の書

記１名と会計がこれにあたる。

第７条（学級委員）

  各学級においては学級委員16名を選出する。

  男女ほぼ同数を選ぶことが望ましい（ただし男女

数不ぞろいの場合はこの限りではない）学級委員

は議会の庶務、会計、文化、体育、保健（男女）、

風紀、図書の各部会に分属して活動し、又学級議

員とともにそれぞれの部の活動を通してホーム・

ルームの運営企画実施等を推進する。

第８条（クラブ連絡会）

  クラブ連絡会は必要に応じて本会役員により開か

れる。

第９条（総会）

  総会は自治会活動に関する報告、審議等のため全

会員をもって構成し、次の場合会長が召集する。

  １．議会が召集を議決した場合。

  ２．全会員の３分の１以上が要請し、議会がこれ

を承認した場合。

    ただし、総会の成立には全会員の３分の２以上

の出席を必要とし本部役員が運営にあたる。

第10条（財政）

第１項　本会の経費は新入会員の人会金、会員の

納入する会費、及びその他の収入をもってこれ

にあてる。

第２項　会計年度は４月１日にはじまり、翌年の

３月31日に終る。

第11条（顧問教員）

  顧問教員は役員会、議会、部会、クラブ連絡会に

出席してその指導にあたる。

第12条（改正）

第１項　本会会則に対する改正案は所定書式を

もって議会に提出される。

  ただし会員は誰でも提出することが出来る。

第２項　本会会則に対する改正は議員総数の３分

の２以上及び全会員の過半数の賛成を必要とす

る。

第13条（最高決定権）

自治会に関する最高決定権は生徒議会にあり校長

が同意することによって執行される。
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懲戒指導の対象となります。

○飲酒

○喫煙

○考査時や提出作品での不正行為

○暴力・暴言行為

○交通規則違反・単車通学

○暴走行為

○窃盗・万引行為

○人権を侵害する行為
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○携帯電話の再三にわたる持込み。

○生徒の本分にもとる服装、態度、行為をなし再

三の注意に反省のない場合。

○その他指導委員会で懲戒および指導の対象と認

めた行為。
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（2） 土曜日・日曜日及び祝日等の休日は原則として

登校しない。

（3） 生徒証は常に携帯し他人に貸与しない。

（4） 欠席・早退・遅刻等の際は必ず届出る。欠席・

遅刻の場合は原則として下記の番号へ8:30までに

保護者の方に電話連絡してもらうこと。

０７２１－２４－０１４１

（欠席遅刻連絡専用留守番電話番号）
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用具類などをおかないよう注意する。
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（7） 日常生活についての悩みや疑問は進んでクラブ
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①　ポスターや印刷物を掲示、刊行、配布すると

き。

②　校内外に於て集会や行事を行うとき。

③　校内に於て施設・設備を使用する必要のある

とき。

④　考査１週間前から考査中にかけて部活動を行

うとき。

⑤　その他学校で承認を受けるよう指示した事項｡

（2） 単車・自動車について、下記に該当することが

判明した場合、その内容によって、免許証の一時

学校預かり・保護者同伴の上での懲戒等を伴なう

指導対象となります。

①　登下校時に通学用として単車を利用している

ことが判明した場合。

②　無免許運転・スピード違反などで家裁や警察

での指導をうけたことが判明した場合｡

③　暴走行為をくり返したり、暴走族に属してい

たり、暴走行為のために警察などの指導を受け

たり、暴走行為に参加したことが判明した場合。

④　その他交通事故をおこし、他人に傷害を与え

たり、反社会的な行為などのあった場合。

（3） アルバイトは禁止です。学業やクラブ活動に専

念すること。しかし、どうしても必要とする場合

は、保護者とよく相談し、承諾を得た上、学校に

届け出てから行なうこと。

（4） スマートフォン・携帯電話等の電子機器（電子

辞書を除く）は学習活動に不必要なものなので校

内での使用は原則禁止する。

（5）不必要な大金、貴重品は持参しない。どうして

も持参しなければならない時は必ず貴重品袋を利

用するか、担任又はクラブ顧問に預けること。

（6） 学割が必要な場合は所定の用紙に必要事項を記

入し申し出ること。

（7） 外出の際は行先、帰宅時刻等を家人に連絡する。

なお、やむを得ない場合を除いて外泊しないこと。

（8） 次のような行為のあった場合は、停学等を含む

③議会の議長、副議長は会長、又は会長の委嘱

を受けた本部役員又は議員がこれにあたる。

  第３項（議決）

議事は出席議員の過半数でこれを決し、可否同

数の場合は議長がこれを決する。

第５条（役員）

  第１項　本会には次の役員を置く。

    会長１名　副会長２名　書記２名

    会計１名　各部部長

第２項　会長、副会長、書記、会計は選挙規約に

もとづき、会員全体の投票により選出される。

各部部長の選出については第６条による。

第３項　本会役員の認証は校長によって行われる。

第４項　会長は自治会全体の運営に当り、任期末

にはその期間の総合報告をする。

第５項　副会長は会長を補佐し、必要なときには

これにかわる。

第６項　書記は自治会の運営に関する記録に当る

とともにこれを保存する。

第７項　会計は会の資金の出納に当り、任期末ま

たは、必要に応じて会計報告を行う。

第８項　役員、議員の任期は１年を２期に分けて、

第１期は 4月～10月、第２期は11月～ 3月とし

再任を妨げない。ただし後任者決定までは前任

者がその任に当る。

第９項　全役員は適宜役員会を開き、議会前に打

合せを要する件及び自治会に関する重要事項の

討議、または原案作成をする。

    役員会の議長は会長とする。

  第10項

①会長、副会長、または書記、会計が更迭、辞

任の場合は会長、副会長、または書記、会計

候補の得点次点者がただちにこれに代る。次

点者のない場合は議会が選挙管理委員会に選

定方法を依頼する。

②その他の役員の更迭、辞任の場合は第６条に

よる。

第６条（部会）

議会には庶務、会計、文化、体育、保健、風紀、

図書の７部会をおき、自治会行事の計画、指導を

分担する。各部会は議員と第７条によって選出さ

れた学級委員により構成される。

議員は適当な比率によって各部に配分される。各

部長の選出はその部に所属する部員の互選によ

る。ただし庶務部、会計部の部長は本部役員の書

記１名と会計がこれにあたる。

第７条（学級委員）

  各学級においては学級委員16名を選出する。

  男女ほぼ同数を選ぶことが望ましい（ただし男女

数不ぞろいの場合はこの限りではない）学級委員

は議会の庶務、会計、文化、体育、保健（男女）、

風紀、図書の各部会に分属して活動し、又学級議

員とともにそれぞれの部の活動を通してホーム・

ルームの運営企画実施等を推進する。

第８条（クラブ連絡会）

  クラブ連絡会は必要に応じて本会役員により開か

れる。

第９条（総会）

  総会は自治会活動に関する報告、審議等のため全

会員をもって構成し、次の場合会長が召集する。

  １．議会が召集を議決した場合。

  ２．全会員の３分の１以上が要請し、議会がこれ

を承認した場合。

    ただし、総会の成立には全会員の３分の２以上

の出席を必要とし本部役員が運営にあたる。

第10条（財政）

第１項　本会の経費は新入会員の人会金、会員の

納入する会費、及びその他の収入をもってこれ

にあてる。

第２項　会計年度は４月１日にはじまり、翌年の

３月31日に終る。

第11条（顧問教員）

  顧問教員は役員会、議会、部会、クラブ連絡会に

出席してその指導にあたる。

第12条（改正）

第１項　本会会則に対する改正案は所定書式を

もって議会に提出される。

  ただし会員は誰でも提出することが出来る。

第２項　本会会則に対する改正は議員総数の３分

の２以上及び全会員の過半数の賛成を必要とす

る。

第13条（最高決定権）

自治会に関する最高決定権は生徒議会にあり校長

が同意することによって執行される。

懲戒指導の対象となります。

○飲酒

○喫煙

○考査時や提出作品での不正行為

○暴力・暴言行為

○交通規則違反・単車通学

○暴走行為

○窃盗・万引行為

○人権を侵害する行為

○乗物の不正乗車

○不健全な娯楽場への出入

○公共物の故意的破損

○携帯電話の再三にわたる持込み。

○生徒の本分にもとる服装、態度、行為をなし再

三の注意に反省のない場合。

○その他指導委員会で懲戒および指導の対象と認

めた行為。



生　徒　心　得

　互いに人権を尊重し、責任を重んじ、自主的で、

しかも協調性のある校風を樹立するよう努力しよう。

〔Ｉ〕服　　装
（1） 制服を着用すること。

①　男子は左襟に学年章をつける。夏季は上衣を

脱いで、白のカッターシャツを着用する。尚、

気候に応じて指定のベストの着用を認める。

②　女子は校章と学年章を左胸につける。夏季は

半袖ブラウスを着用する。尚、気候に応じて指

定のベストの着用を認める。

③　オーバー、マフラー、手袋等の防寒衣は着用

を認めるが教室内では脱ぐこととする。制服か

らフードを出さない。

④　履物は通学用、校内用を区別しない。必ず運

動靴か、皮靴をはくこと。

（2） 身だしなみ

①　頭髪は清潔にし、特異な髪型、パーマ、染色、

脱色等をしない。又、化粧もしない。（色付きリッ

プも禁止）

②　ピアス、指輪、ネックレス等の装飾品は身に

つけない。

〔Ⅱ〕礼儀交際
（1） 粗野な言葉づかいや行動をつつしむ。

（2） あいさつを励行する。

（3）友人との交際は明朗、健全であること、特に異

－ 6 － － 7 －

性との交際には生徒としての節度を心掛ける。

（4） 公衆道徳を守り、他人に迷惑をかけないよう心

掛ける。

〔Ⅲ〕校内生活
（1） 下校時刻は５時とする。

（2） 土曜日・日曜日及び祝日等の休日は原則として

登校しない。

（3） 生徒証は常に携帯し他人に貸与しない。

（4） 欠席・早退・遅刻等の際は必ず届出る。欠席・

遅刻の場合は原則として下記の番号へ8:30までに

保護者の方に電話連絡してもらうこと。

０７２１－２４－０１４１

（欠席遅刻連絡専用留守番電話番号）

（5） クラブ室は使用規定を守り、活動に関係のない

用具類などをおかないよう注意する。

（6） 登校後は無断で外出しない。

（7） 日常生活についての悩みや疑問は進んでクラブ

顧問や担任などに相談する。

〔Ⅳ〕そ の 他
（1） 次の事項については予め学校の承認を受ける。

①　ポスターや印刷物を掲示、刊行、配布すると

き。

②　校内外に於て集会や行事を行うとき。

③　校内に於て施設・設備を使用する必要のある

とき。

④　考査１週間前から考査中にかけて部活動を行

うとき。

⑤　その他学校で承認を受けるよう指示した事項｡

（2） 単車・自動車について、下記に該当することが

判明した場合、その内容によって、免許証の一時

学校預かり・保護者同伴の上での懲戒等を伴なう

指導対象となります。

①　登下校時に通学用として単車を利用している

ことが判明した場合。

②　無免許運転・スピード違反などで家裁や警察

での指導をうけたことが判明した場合｡

③　暴走行為をくり返したり、暴走族に属してい

たり、暴走行為のために警察などの指導を受け

たり、暴走行為に参加したことが判明した場合。

④　その他交通事故をおこし、他人に傷害を与え

たり、反社会的な行為などのあった場合。

（3） アルバイトは禁止です。学業やクラブ活動に専

念すること。しかし、どうしても必要とする場合

は、保護者とよく相談し、承諾を得た上、学校に

届け出てから行なうこと。

（4） スマートフォン・携帯電話等の電子機器（電子

辞書を除く）は学習活動に不必要なものなので校

内での使用は原則禁止する。

（5）不必要な大金、貴重品は持参しない。どうして

も持参しなければならない時は必ず貴重品袋を利

用するか、担任又はクラブ顧問に預けること。

（6） 学割が必要な場合は所定の用紙に必要事項を記

入し申し出ること。

（7） 外出の際は行先、帰宅時刻等を家人に連絡する。

なお、やむを得ない場合を除いて外泊しないこと。

（8） 次のような行為のあった場合は、停学等を含む

③議会の議長、副議長は会長、又は会長の委嘱

を受けた本部役員又は議員がこれにあたる。

  第３項（議決）

議事は出席議員の過半数でこれを決し、可否同

数の場合は議長がこれを決する。

第５条（役員）

  第１項　本会には次の役員を置く。

    会長１名　副会長２名　書記２名

    会計１名　各部部長

第２項　会長、副会長、書記、会計は選挙規約に

もとづき、会員全体の投票により選出される。

各部部長の選出については第６条による。

第３項　本会役員の認証は校長によって行われる。

第４項　会長は自治会全体の運営に当り、任期末

にはその期間の総合報告をする。

第５項　副会長は会長を補佐し、必要なときには

これにかわる。

第６項　書記は自治会の運営に関する記録に当る

とともにこれを保存する。

第７項　会計は会の資金の出納に当り、任期末ま

たは、必要に応じて会計報告を行う。

第８項　役員、議員の任期は１年を２期に分けて、

第１期は 4月～10月、第２期は11月～ 3月とし

再任を妨げない。ただし後任者決定までは前任

者がその任に当る。

第９項　全役員は適宜役員会を開き、議会前に打

合せを要する件及び自治会に関する重要事項の

討議、または原案作成をする。

    役員会の議長は会長とする。

  第10項

①会長、副会長、または書記、会計が更迭、辞

任の場合は会長、副会長、または書記、会計

候補の得点次点者がただちにこれに代る。次

点者のない場合は議会が選挙管理委員会に選

定方法を依頼する。

②その他の役員の更迭、辞任の場合は第６条に

よる。

第６条（部会）

議会には庶務、会計、文化、体育、保健、風紀、

図書の７部会をおき、自治会行事の計画、指導を

分担する。各部会は議員と第７条によって選出さ

れた学級委員により構成される。

議員は適当な比率によって各部に配分される。各

部長の選出はその部に所属する部員の互選によ

る。ただし庶務部、会計部の部長は本部役員の書

記１名と会計がこれにあたる。

第７条（学級委員）

  各学級においては学級委員16名を選出する。

  男女ほぼ同数を選ぶことが望ましい（ただし男女

数不ぞろいの場合はこの限りではない）学級委員

は議会の庶務、会計、文化、体育、保健（男女）、

風紀、図書の各部会に分属して活動し、又学級議

員とともにそれぞれの部の活動を通してホーム・

ルームの運営企画実施等を推進する。

第８条（クラブ連絡会）

  クラブ連絡会は必要に応じて本会役員により開か

れる。

第９条（総会）

  総会は自治会活動に関する報告、審議等のため全

会員をもって構成し、次の場合会長が召集する。

  １．議会が召集を議決した場合。

  ２．全会員の３分の１以上が要請し、議会がこれ

を承認した場合。

    ただし、総会の成立には全会員の３分の２以上

の出席を必要とし本部役員が運営にあたる。

第10条（財政）

第１項　本会の経費は新入会員の人会金、会員の

納入する会費、及びその他の収入をもってこれ

にあてる。

第２項　会計年度は４月１日にはじまり、翌年の

３月31日に終る。

第11条（顧問教員）

  顧問教員は役員会、議会、部会、クラブ連絡会に

出席してその指導にあたる。

第12条（改正）

第１項　本会会則に対する改正案は所定書式を

もって議会に提出される。

  ただし会員は誰でも提出することが出来る。

第２項　本会会則に対する改正は議員総数の３分

の２以上及び全会員の過半数の賛成を必要とす

る。

第13条（最高決定権）

自治会に関する最高決定権は生徒議会にあり校長

が同意することによって執行される。

懲戒指導の対象となります。

○飲酒

○喫煙

○考査時や提出作品での不正行為

○暴力・暴言行為

○交通規則違反・単車通学

○暴走行為

○窃盗・万引行為

○人権を侵害する行為

○乗物の不正乗車

○不健全な娯楽場への出入

○公共物の故意的破損

○携帯電話の再三にわたる持込み。

○生徒の本分にもとる服装、態度、行為をなし再

三の注意に反省のない場合。

○その他指導委員会で懲戒および指導の対象と認

めた行為。



生　徒　心　得

　互いに人権を尊重し、責任を重んじ、自主的で、

しかも協調性のある校風を樹立するよう努力しよう。

〔Ｉ〕服　　装
（1） 制服を着用すること。

①　男子は左襟に学年章をつける。夏季は上衣を

脱いで、白のカッターシャツを着用する。尚、

気候に応じて指定のベストの着用を認める。

②　女子は校章と学年章を左胸につける。夏季は

半袖ブラウスを着用する。尚、気候に応じて指

定のベストの着用を認める。

③　オーバー、マフラー、手袋等の防寒衣は着用

を認めるが教室内では脱ぐこととする。制服か

らフードを出さない。

④　履物は通学用、校内用を区別しない。必ず運

動靴か、皮靴をはくこと。

（2） 身だしなみ

①　頭髪は清潔にし、特異な髪型、パーマ、染色、

脱色等をしない。又、化粧もしない。（色付きリッ

プも禁止）

②　ピアス、指輪、ネックレス等の装飾品は身に

つけない。

〔Ⅱ〕礼儀交際
（1） 粗野な言葉づかいや行動をつつしむ。

（2） あいさつを励行する。

（3）友人との交際は明朗、健全であること、特に異

性との交際には生徒としての節度を心掛ける。

（4） 公衆道徳を守り、他人に迷惑をかけないよう心

掛ける。

〔Ⅲ〕校内生活
（1） 下校時刻は５時とする。

（2） 土曜日・日曜日及び祝日等の休日は原則として

登校しない。

（3） 生徒証は常に携帯し他人に貸与しない。

（4） 欠席・早退・遅刻等の際は必ず届出る。欠席・

遅刻の場合は原則として下記の番号へ8:30までに

保護者の方に電話連絡してもらうこと。

０７２１－２４－０１４１

（欠席遅刻連絡専用留守番電話番号）

（5） クラブ室は使用規定を守り、活動に関係のない

用具類などをおかないよう注意する。

（6） 登校後は無断で外出しない。

（7） 日常生活についての悩みや疑問は進んでクラブ

顧問や担任などに相談する。

〔Ⅳ〕そ の 他
（1） 次の事項については予め学校の承認を受ける。

①　ポスターや印刷物を掲示、刊行、配布すると

き。

②　校内外に於て集会や行事を行うとき。

③　校内に於て施設・設備を使用する必要のある

とき。

④　考査１週間前から考査中にかけて部活動を行

うとき。

⑤　その他学校で承認を受けるよう指示した事項｡

（2） 単車・自動車について、下記に該当することが

判明した場合、その内容によって、免許証の一時

学校預かり・保護者同伴の上での懲戒等を伴なう

指導対象となります。

①　登下校時に通学用として単車を利用している

ことが判明した場合。

②　無免許運転・スピード違反などで家裁や警察

での指導をうけたことが判明した場合｡

③　暴走行為をくり返したり、暴走族に属してい

たり、暴走行為のために警察などの指導を受け

たり、暴走行為に参加したことが判明した場合。

④　その他交通事故をおこし、他人に傷害を与え

たり、反社会的な行為などのあった場合。

（3） アルバイトは禁止です。学業やクラブ活動に専

念すること。しかし、どうしても必要とする場合

は、保護者とよく相談し、承諾を得た上、学校に

届け出てから行なうこと。

（4） スマートフォン・携帯電話等の電子機器（電子

辞書を除く）は学習活動に不必要なものなので校

内での使用は原則禁止する。

（5）不必要な大金、貴重品は持参しない。どうして

も持参しなければならない時は必ず貴重品袋を利

用するか、担任又はクラブ顧問に預けること。

（6） 学割が必要な場合は所定の用紙に必要事項を記

入し申し出ること。

（7） 外出の際は行先、帰宅時刻等を家人に連絡する。

なお、やむを得ない場合を除いて外泊しないこと。

（8） 次のような行為のあった場合は、停学等を含む

－ 8 － － 9 －

③議会の議長、副議長は会長、又は会長の委嘱

を受けた本部役員又は議員がこれにあたる。

  第３項（議決）

議事は出席議員の過半数でこれを決し、可否同

数の場合は議長がこれを決する。

第５条（役員）

  第１項　本会には次の役員を置く。

    会長１名　副会長２名　書記２名

    会計１名　各部部長

第２項　会長、副会長、書記、会計は選挙規約に

もとづき、会員全体の投票により選出される。

各部部長の選出については第６条による。

第３項　本会役員の認証は校長によって行われる。

第４項　会長は自治会全体の運営に当り、任期末

にはその期間の総合報告をする。

第５項　副会長は会長を補佐し、必要なときには

これにかわる。

第６項　書記は自治会の運営に関する記録に当る

とともにこれを保存する。

第７項　会計は会の資金の出納に当り、任期末ま

たは、必要に応じて会計報告を行う。

第８項　役員、議員の任期は１年を２期に分けて、

第１期は 4月～10月、第２期は11月～ 3月とし

再任を妨げない。ただし後任者決定までは前任

者がその任に当る。

第９項　全役員は適宜役員会を開き、議会前に打

合せを要する件及び自治会に関する重要事項の

討議、または原案作成をする。

    役員会の議長は会長とする。

  第10項

①会長、副会長、または書記、会計が更迭、辞

任の場合は会長、副会長、または書記、会計

候補の得点次点者がただちにこれに代る。次

点者のない場合は議会が選挙管理委員会に選

定方法を依頼する。

②その他の役員の更迭、辞任の場合は第６条に

よる。

第６条（部会）

議会には庶務、会計、文化、体育、保健、風紀、

図書の７部会をおき、自治会行事の計画、指導を

分担する。各部会は議員と第７条によって選出さ

れた学級委員により構成される。

議員は適当な比率によって各部に配分される。各

部長の選出はその部に所属する部員の互選によ

る。ただし庶務部、会計部の部長は本部役員の書

記１名と会計がこれにあたる。

第７条（学級委員）

  各学級においては学級委員16名を選出する。

  男女ほぼ同数を選ぶことが望ましい（ただし男女

数不ぞろいの場合はこの限りではない）学級委員

は議会の庶務、会計、文化、体育、保健（男女）、

風紀、図書の各部会に分属して活動し、又学級議

員とともにそれぞれの部の活動を通してホーム・

ルームの運営企画実施等を推進する。

第８条（クラブ連絡会）

  クラブ連絡会は必要に応じて本会役員により開か

れる。

第９条（総会）

  総会は自治会活動に関する報告、審議等のため全

会員をもって構成し、次の場合会長が召集する。

  １．議会が召集を議決した場合。

  ２．全会員の３分の１以上が要請し、議会がこれ

を承認した場合。

    ただし、総会の成立には全会員の３分の２以上

の出席を必要とし本部役員が運営にあたる。

第10条（財政）

第１項　本会の経費は新入会員の人会金、会員の

納入する会費、及びその他の収入をもってこれ

にあてる。

第２項　会計年度は４月１日にはじまり、翌年の

３月31日に終る。

第11条（顧問教員）

  顧問教員は役員会、議会、部会、クラブ連絡会に

出席してその指導にあたる。

第12条（改正）

第１項　本会会則に対する改正案は所定書式を

もって議会に提出される。

  ただし会員は誰でも提出することが出来る。

第２項　本会会則に対する改正は議員総数の３分

の２以上及び全会員の過半数の賛成を必要とす

る。

第13条（最高決定権）

自治会に関する最高決定権は生徒議会にあり校長

が同意することによって執行される。

懲戒指導の対象となります。

○飲酒

○喫煙

○考査時や提出作品での不正行為

○暴力・暴言行為

○交通規則違反・単車通学

○暴走行為

○窃盗・万引行為

○人権を侵害する行為

○乗物の不正乗車

○不健全な娯楽場への出入

○公共物の故意的破損

○携帯電話の再三にわたる持込み。

○生徒の本分にもとる服装、態度、行為をなし再

三の注意に反省のない場合。

○その他指導委員会で懲戒および指導の対象と認

めた行為。

制服・体操服・教科書等の追加購入について

　追加購入を希望する場合は以下の業者に連絡をし

てください。

制服

　北野洋品店　　　　０７２１－２４－３５２６

　大ビル制服　　　　０７２９－３８－６８８８

　マルシン　　　　　０７２１－２３－２４５５

体操服

　ワキタスポーツ　　０６－６７０１－２１０１

体育館シューズ・水着

　上野スポーツ　　　０７２１－２４－３１３５

柔道着

　明倫産業　　　　　０６－６７７２－３０２６

教科書・副読本

　松田書店　　　　　０７２１－５２－３１７９


